…

その時俺の耳を弄り回して遊んでいたジャンユが耳打ちした。

「いい子だからじっとしててね……」

そういうとテーブルの下の俺の腰の辺りを探り始めた。この女、ついに狂ったか？　俺はそう思ったが、ジャンユは俺にウィンクすると俺の腰の辺りに挿してあったナイフを抜き取った。なんだ？　どうしたんだコイツ？

その時だった。

「お～、メリィ！　久しぶりじゃねぇか！」

　少し離れたテーブルの男一人がジャンユに手を振った。３０代ぐらいの機敏そうなオヤジ。ジャンユは俺のナイフをベルト代わりにしている長い布の中に隠すと、場から起き上がった。仲間たちはなにやら最近の不景気について実りのない会話を繰り広げており、このジャンユの行動に気づいたのは俺だけのようだった。
「まぁ！　久しぶり！　お母様はお元気？　ごめんみんな、あれ田舎の友達。ちょっと行ってくるわ」

そういうとジャンユは笑みを浮かべながらその男に近づいていった。他の奴らは特に気にしなかったようだが、俺はすばやく今日メモライズした魔法を反芻した。

田舎のダチだと？　そっちの地方じゃ久しぶりに会う時はナイフを懐に隠しておくのが礼儀のようだな。素朴すぎる習慣にある種の懐かしささえ覚えるぜ。

その男を一見ただの平凡な外見をした男で、魔法を唱える気配もまるで無かった。だから俺はもう少しでその男のポケットからはみ出ている腕章を見逃すところであった。政治結社の類か、それとも警備隊か。おいおいジャンユ。ガキの頃から言ってるだろ？　政治と宗教には深入りするなとよ。
……不安だな。ジャンユが何も言ってこなかったことからしてコイツはジャンユ個人の話だ。だがガキの頃からの相棒のトラブルを見過ごすのも後味が悪い。

それがそう悩んでいたその時だった。

左目に傷跡のある見るからにカタギじゃない男一人がジャンユと平凡男の前を通り過ぎた。コイツは手馴れた仕草でうまく二人を隠した。しかし俺には見えていた。

その傷跡の男が視界を遮っている間に平凡男がジャンユの手首を捻ってナイフを奪い取り、手刀でジャンユの腰の辺りを突いた。ジャンユの体が固まるの見えた。

そしてジャンユはゆっくりと起き上がった。平凡男はジャンユの肩に手を回していた。少しはなれたところには傷跡の男。ジャンユは男と一緒にこっちに近づいてきた。
「みんな、私友達とちょっと話してくるね」

アヴァは頷きながら答えた。

「おう。今回の仕事、ご苦労だった。何時くらいに戻る？」

「ちょっと遅れるかも。待たないでね」

　そういうとジャンユは踵を返して酒屋の入り口へ向かった。これは見過ごせねぇ！
「おいジャンユ！」

　ジャンユと平凡男は驚いた顔で俺を見た。俺は急いで立ち上がりながら叫んだ。

「あ、あれ！　あれお前が持ってんだろ！　くそ、お前が持ってったんだろうがよ、早く来てくれよ！　あ、ちょっと失礼」

俺はそういいながらジャンユの手を引いた。平凡男は手を離さざるを得ず、俺はジャンユを連れてホールを抜け出すことが出来た。傷跡の男が俺をにらんでいるのを感じた。

ホールを抜け出し廊下の壁に並んで背を預ける。ジャンユはニコッと笑って俺をみた。

「ありがと」

「なんだよ。なんなんだよあいつら？　後メリィってなんだ」

「私がもっとおっかない仕事してる時に使う名前。私メリィちゃん、貴方の後ろにいるの♪」

「ふざけんな。あいつらは？」

「……あったま痛い子たちよ。『世界の薪』って組織のこと知ってる？」

「過激派かよ。最近傭兵を集めてるってのは知ってるが……。とりあえず部屋に上がろうぜ。あいつらが盗み聞きしてるかも知れねぇからな」

ジャンユと俺は部屋に入り、魔法でドアを封鎖した。そしてベッドに腰掛けて話をした。
「あいつらが望んでるのは？」

「私、ていうか私らが使いたいって。私にみんなを説得して欲しいみたい」

「色々複雑な話もあんだろうが取りあえず飛ばしてよ、それでいいのかいやなのかだけ答えてくれ」

「嫌。報酬も弾むって言ってるけど、私らきっと使い捨てにされるよ」

傭兵稼業を続けていればよく聞く話だ。当然だが俺たちはこういう地雷的な仕事を請けずに来たから今まで生き残っている。ますますあいつらをどうにかしなきゃ駄目だな。

「分かった。一見普通なのと傷跡だけだな？」

ジャンユは驚いた顔をした。

「傷のほうも気づいたの？やるね。うん、あの二人だけよ。でもどっかに残りが隠れてるはず」

「返したらまた来るか」

「無理やり返したらね。腕利きが必要なみたい。首都で名前売れてるところに片っ端から声かけてるみたいよ」
「……上の方の仕事かな」
「いや、違うでしょ。上の方の人たちもあいつらの動き監視してるみたいだから。ちょっと深みに手出しすぎたね、私」

「上のお方がかかわってないなら、勝手に調理してもかまわないんじゃねぇか？」

ジャンユは俺の手を握って言った。

「ハル。あいつら恐ろしい奴らよ」

「ならこう聞くぜ。奴らにいいように使われて最後には襤褸雑巾よろしく捨てられる、そんなんでいいのかよ。思ったままを言ってくれ。付き合い長いんだから」

「……･助けて」

「よし。ここでまってろ。アヴァつれてくるから」
俺はジャンユをおいて部屋を出た。立て付けの悪い階段を大きな音を立てながら駆け下りホールに向かう。
ドアを開けてホールに入るとさっきの平凡男がぽかんとした顔で立っていた。そいつは俺の隣にジャンユがいないことに気づくと怒りをあらわに俺をにらみつけた。俺はそれを無視しながらアヴァに話しかけた。
「アヴァ、ジャンユも知らないんだってよ！　畜生、あれどこいった？」

アヴァは何がなんだか分からないという顔で俺をみた。

「だからなんだよ。落ち着いて話してみろ」

どうやったらアイツ等が気づかないようにこの筋肉ハゲを連れて行けるんだ？俺は悩みに悩んで結論をだした。これだっ！

「あれあるだろ。ほら、俺らが辺境領に言った時、雪で出られなくなった旅館で女将さんとお前の間に何があったか……」

「ぐぁあがあああ！」

アヴァは脊髄反射的に俺に突撃し、俺はこの狂った牛をうまく誘導して部屋に運びこむことが出来た。
俺の部屋でどうにかアヴァの突進を止め、ジャンユのピンチを伝えた。簡単な事ではなかったが。アヴァはどうにか冷静さを取り戻して言った。
「よし分かった。平凡な奴と傷跡の奴が糞野郎ってことだな」

「･･･Right。その通り。よく気づいたね…。いやホントに」

「アヴァ、あいつ等言うこと聞かないとジャンユを殺るつもりだぜ」

アヴァはしばらく考え込むと、さも名案であるかのように言った。

「そうだ！降りてって奴らぶっ飛ばそう！」

……コイツは頭の中まで筋肉で出来てるのか？

「駄目だ。他がいるって聞いたろ」

「やってきたら全員ぶっ飛ばせばいいだろ」

「寝てる時にやってきて胸の辺りにナイフ一本置いていったらどうすんだよ」

「……下にいる奴ら全員ぶっ飛ばして、仲間の場所吐かせてから他のもぶっ飛ばせばいいだろ」

「……それはなんだが惹かれるな」

それはそうだ。俺も社会の底辺で転がっていた時期が随分長いからな。ジャンユは悩ましいという風にため息をつくとつぶやいた。

「私子供と頃からこんな馬鹿たちと仕事してたのね……。よく今まで死なないでいたもんだわ」

「他に計画でも？」

「今すぐには分からないけど……。もうちょっと考えたらきっと……」

「時間なんかねぇよ。行くぞ」

アヴァは立ち上がると言った。

「ジャンユはここで待ってろ」

ジャンユはため息をつくと手で顔を覆った。

俺とアヴァは会談で大体の計画を立てた。俺たちはわざと大きく足音を響かせながら階段を下りた。ホールに入ったところで俺はイラついた口調で吐き捨てた。

「クソ、なんでこうも上手くいかねぇんだよ！」

アヴァもハゲ頭に手を載せて苦い顔をした。アヴァはそのまま自然な仕草で傷跡の男に接近した。

「あーやってらんねぇ。ところで便所どこよ？」

よし、今だ。俺は平凡な方の男に近づいて言った。
「おいちょっと！」

男は驚いて俺に視線を回した。俺は急いで言った。

「アンタの腹にハエが止まってるぜ！！」

ガン！　男は腹を抱えて倒れた。多分体の中に暴れ馬を押し込められた感じだろう。コブシにたっぷり魔力を込めてやったからな。アヴァも傷跡の方の肩を捕まえると威勢良く声を上げた。

「お？久しぶりじゃねぇか」

傷跡の男はなるほどそこそこ場数を積んだ人間であったようだが、いかんせん相手が悪かった。アヴァは２ｍ超えの筋肉の塊である。ガタイに見合う巨大なコブシを喰らって男はあっさり気を失った。

「また会えて嬉しいぜ……。カジノでお前らが俺らの金持って逃げた時のこと考える今でもイライラしやがるんだよぉ……」

そういうとホールにいた客たちも事態を把握したという風にうなずいた。知ったかぶってんじゃねぇよ。けっ。

　俺はすぐさま言った。
「ここはちと人が多いな。部屋に上がろうぜ」

　そして俺は悶絶している平凡男の襟を引っ張って部屋の方へ運んでいった。マスターが慌てて飛んできた。

「ちょっと団長さん！　部屋で暴れてもらっちゃ……」

アヴァが素早く銀片を一枚投げてやってから言った。

「騒いだりはしない。万一俺たちが煩かったらそん時は追い出していい。OK？」

マスターは手のひらの金とアヴァの体格、そしてその言葉について少し考え込んでから頷いた。

「絶対に暴れたりしないでくださいよ。家具を傷つけるのも駄目です」

「分かった」

仲間たちは驚いた顔で俺たち見ると、わけも分からないままゾロゾロと部屋まで付いてきた。アヴァが傷跡の男を引きずってくる間に俺はまずゴン爺に事情を説明した。
「こいつら詐欺師です。ジャンユと知り合いで、ジャンユを脅して無理やり仕事をやらせようとしてます」

「あ、そうなのか？」

アヴァが傷跡を引きずって廊下まで出てきた。奇襲を受けた二人は殆ど失神している状態だった。俺たちは二人をジャンユの待つ部屋に運んだ。ジャンユは俺たちが奴らを運んでくるのを見るとため息をついた。

「借りができたね……」

「気にすんな。ダチ相手に借りもなにもあるかよ」

アヴァはそういうと、荷物からロープを引きずり出して二人を縛り、轡まで噛ませた。
俺たちが奴らを運び込んだ部屋は8人入りの大部屋だったが、傭兵団の仲間20人が全員入るとなると中々窮屈なものであった。だからアヴァはまず中心メンバーのゴン爺とイルルを除いた他の団員を解散させた。夜まで帰るなという指令と小金を持たされた団員たちは文句を言いながらも雑踏の中へ散っていった。

さて、これからこいつらをどうするべきか。こいつらには悪巧みのお仲間が随分といるようだが、どうあやしてそいつらが俺たちを攻撃しないように出来るか。

ジャンユが奴らの前に立った。

「うん。ここからは私に任せて」

ジャンユは二人のうちまず傷跡の方を先に起こした。傷跡は目を開けると険悪な表情で俺たちを睨み付けた。ジャンユは肩を竦めると轡をはずしてやった。
「さあ、ブックマン？　私のお友達はこんなに強いの。あんたの雇い主に仕事は請けられないって伝えてよ」

ブックマンだぁ？　妙な異名を持つその男は掠れた声で答えた。

「化け物狩りのアヴァ・クエド傭兵団か……。いつからモグラに様変わりした？」

「……そういう付き合いじゃない」

「ふん。しばらくの間にナイトホークも質が落ちたもんじゃねぇか。いまだに喧嘩屋と兼業かよ」

「私がアヴァと付き合いあるから付きまどってるんでしょ。全部知ってるくせに。負け惜しみはそのくらいにして欲しいわね」

「ふざけてろ」

ジャンユは腰を屈めてブックマンに顔を近づけてから言った。

「私は宝物なら目の色変えてがっつく素人じゃ無いし、アヴァも金さえ出せば世界の果てにでも喧嘩しに行ってくれるような便利なガキじゃない。私らはただの友達。あんたの雇い主の好きにはならない友達同士」

「死んだダチになるだろうよ･･････」

ブックマンはそういうとジャンユの顔に向かって唾を吐いた。ジャンユは屈めていた腰を伸ばすと、落ち着いた動作でポケットから襤褸を出して頬についた唾を拭いた。

アヴァはここまでのやり取りで頭に血が上ったのか、前に飛び出て奴に一発かまそうとした。しかしジャンユは手でそれを止めてから言った。
「話が分からないのね。しょうがない。ハル？　下から酒一本もらってきてくれない？」

酒？　いきなり酒ってなんだ。その言葉を聞くとブックマンの視線が一瞬乱れた。

奴は歯を食いしばりながら言った。

「俺は馬鹿じゃねぇ！　そんな遊びでどうにかなると」

「やってみなきゃ分からないでしょ。ハル、北の息吹って酒を頼めばいいから。後グラスは……6個でいいか」

どういうことだ？　とりあえず俺は部屋から出てホールに下りた。マスターを呼んで北の息吹一本もらうというとマスターは怪訝な目で俺をにらみ始めた。

「お客さんあんなの飲むんですか？」

「使いだよ。どんな酒なんだ？」

「……あんたらの中にあれを飲みそうな人はいなかったが」

「おいおい、それ禁止物品かなんかなのかよ」

「そういうわけじゃないですが。……これです」

俺は酒ビンとグラス6個を持って部屋に戻ってきた。

部屋に入ると平凡男の方ももう目が覚めていて鋭い目でアヴァたちを見つめていた。ジャンユは俺が持ってきた酒を受け取るとまず6個のグラスをテーブルに並べた。そして酒の密封を剥いだ。

「うわっ！　なんだこりゃ……」

誇張無しにマジで匂いを嗅いだだけで気絶しそうな強酒だった。ゴン爺は激しく瞬きすると、空気中のアルコールに咳き込んだのか一発大きなくしゃみをした。
アヴァとイルルもそのアルコール臭さに目をしかめる。いまだかつて嗅いだことのない程のアルコール臭が部屋に満ちていた。
その後ジャンユは俺たちを自分の後ろの方に集めた。何をするつもりだ？
「ブックマン……。頭数が必要なら他を当たればいいでしょ？　裏通りに行けば勘違いしたガキたちがいくらでも転がってるじゃないか。あんた達は私を今日初めて見て、特に気にする事もなく通り過ぎた。それでいいじゃない」

「……お前ら以外は駄目だ」

「そう？　うん……それならこうして。そっちのはあんたの雇い主の一味でしょ？　私らを使わない方がいいって言ってよ」

ジャンユはそういって平凡男の方を指した。男は断固とした表情で頭を振った。

それを見てブックマンは答えた。

「嫌だ」

「しょうがない。みんな、今日はジャンユが面白いもの見せてあげるね」

ジャンユは俺たちにおどけるように礼をした。拍手でもするべきなのか？その代わり俺たちはジャンユの指示に従ってベッドに座って彼女がやることを眺めることにした。ジャンユは言った。
「何があっても絶対にベッドから起き上がらないでね。割り込むのも駄目。これは私の話だから変に絡まれると困るの。分かった？」

俺たちはわけも分からず頷いた。

ジャンユは再びブックマンに向き直ると、テーブルの一つ目のグラスを乾杯するように持ち上げた。そして一気飲み。おぉ！　あんなすげぇ酒を一気だと！　

そしてグラスが空になった瞬間ブックマンの左側の壁が、抉れた。
「あぁっ！」

イルルの低い悲鳴。ブックマンの左、正確に手の平一つ分の場所にジャンユが持っていたグラスと同じ形の穴が出来ていた。そして、ジャンユの持っているグラスの中にはついさっきまでは壁であった乾いた土と木片が入っていた。

ジャンユの詠唱破棄･･････。『魔術による瞬間的相互座標交換』。グラスの中の『空間』と壁の座標を一瞬にして入れ替えたのか。俺たちはいきなりの暴挙に出たジャンユを呆然と見つめるしかなかった。
「諦めて」

ブックマンはまったく動じていないようだった。

「駄目だ」

ジャンユは頷くとすぐに二つ目のグラスを持ち上げた。これ止めなきゃならねぇんじゃねぇか？　警備隊のお世話になるのはもうヤだぜ？

ジャンユは2杯目のグラスもやはり一気に飲み下すと、今度は両手で顔を覆った。ジャンユは指の間から細くため息をついた。

「やっぱり強いねぇ……」

下ろしたグラスの中にはやはり土くれ。今度は右側手のひら一つ分の場所だった。

ブックマンは微動だにしなかった。

「諦めて」

「駄目だ」

ジャンユは相手の返事などまるで気にしてないかのようだった。彼女はブックマンの返事を聞くや否や３杯目のグラスを持ち上げて飲み干した。今度は左指一本ほどの場所。彼女の顎の線を酒が細く流れた。ゴン爺が我慢できずに起き上がった。

「ジャンユ！　止め」

「私の後ろで喋るな！　ぶち殺すぞ！！」

義理の娘から放たれた暴言にゴン爺はそのまま固まってしまった。あれは声じゃない。悲鳴だ。

ジャンユは４番目のグラスを持ち上げた。しかし今度は詠唱破棄が暴発した。彼女がグラスを持ち上げた時点で発動してしまった魔術は、端の方のベッドに纏めてあった枕を吹き飛ばし、中身の羽を舞い上がらせた。

「おっと失敗……」

ジャンユはニヤニヤしながら空中に舞う羽を見つめた。

その時、今まで一言も喋らないでいたもう一人の男が叫んだ。
「あ、頭のイカレたゴロツキどもめ！　何もわかっていない癖に……これは世界の未来すらかかった……！」

「あ？　死にたくなくて必死か？」

ジャンユは男を見下ろしながらそう言った。しかし男はかまわずまくりたてた。

「さ、サウスグレイドにゲートがひ、開いた！　そこから異次元へ魔力がなが、流れ出ているッ！　今はまだい、いいが！　10年、20年と時を重ねるた、度に！　魔法はこの世界から消えてゆく！　そ、それなのに貴様らときたら自分のことばかり……！」

「もういいよ。あんたはここで死になよ」

ジャンユは飲み損ねた4杯目のグラスをゆっくりと持ち上げた。おいおいこれは止めるべきか？

「ゆ、勇気あるものが必要なのだッ！　ゲートのむ、向こう側の化け物と未開人どもをけ、蹴散らし！　世界の未来を守るものが！」

ジャンユじゃ既に殆どグラスを空けかけていた。そして空になろうとした瞬間。

何時の間にか起き上がっていたアヴァがジャンユのグラスを持つ手を握っていた。

アヴァは早口に言った。

「分かった。あんたの依頼を受けよう。金400でいいな」

「アヴァ！」

ジャンユが声を荒げた。しかしアヴァは冷静に答えた。

「これ以上やられると部屋が小便臭くなっていけねぇ」

なるほど、男は恐怖ゆえか失禁していた。アヴァの意図が分かったジャンユもしぶしぶ引き下がった。
死の危機が去ったと思ったのか、男が再び声を上げた。
「300以上は……！」

そうでなくとも不服そうなジャンユの目がさらに厳しくなった。すぐさまブックマンが依頼主の“言い間違い”を正した。

「400でいい」

ジャンユは苦笑いするとよろめきながらブックマンの傍に寄っていった。
「私意志がはっきりした男って好きよ」

そういうとブックマンの頬にキスしてあげたが、彼はびくりともせずにいた。俺たちは皆呆れた表情でブックマンとジャンユを交互に見つめた。ブックマンは特に表情を変えずジャンユを見、ジャンユの方はよろめきながら戻ってきて椅子に座った。そして5杯目のグラスを持ち上げてゴン爺に渡した。

「お父さん、さっきは怒鳴ってごめんなさい」

ゴン爺は殆ど無意識中でそのグラスを受け取った。彼はブックマンを一瞥すると、次はジャンユの顔を見、そしてグラスを一気に空けた。

「フム……いいのう」

そしてゴン爺はそのままベッドに倒れこんでいびきを立て始めた。ゴン爺はジャンユじゃないから一気飲みというのは無理があるだろう。ゴン爺はそうやってベッドに倒れこんだまま完全に忘れ去られた人物となった。

ジャンユは6杯目のグラスをイルルに渡した。イルルはそれを受け取らずにジャンユをまっすく見つめた。
「あなたが腕のいい魔術師だっていうことは知ってる。私が教えたからね。でも酒を飲むってことは失敗してもかまわなかったってこと？」

「そう」

「死んでもよかったってこと？」

「それはあの子達の判断することでしょ。死んでもいいならずっとあのままだったろうし、嫌なら諦めただろうし。今回はなんだか変な風になっちゃったですけど」

「生命と意思、二つのうち一つを強制的に選択するように？　そしてその選択は相手の自由？」

「そのとおり。イルル姉さんはやっぱり頭がいいね」

イルルはグラスをもらうと一口だけ啜るように飲んだ。そしてその途端に激しい瞬きをし始めた。

「ふーっ、ふーっ、こ、これ、ハゥ……強すぎぃ……」

「まわるの早いでしょう」

イルルは上体をゆっくり振りながらぼそぼそと言った。
「あんたわぁ後でぇええ……歯磨きやりなおシィ……アババブァ……」

ジャンユはそんなイルルを見るとニコニコしながら7杯目をアヴァに渡した。アヴァは何も言わずにそれを受け取った。そしてジャンユは空いたグラス二つに酒を満たすと一つを俺に渡した。

「今日はゴメンね。一杯どう？人生の新しい局面を開いてくれる酒よ」

俺はそれを受け取ったが別に飲みたい気分ではなかった。ジャンユはグラスを持つとバルコニーへ出て行った。

「ちょっと風当たってくるわ。一人にして」

俺は手に持ったグラスの中身をどうするべきか少し悩んでからブックマンを見た。ブックマンはバルコニーの方を睨み付けていた。俺は彼に近づいてから言った。

「一杯するか？」

「いいからこれ解いてくれ」

「正式契約は2日後。この宿屋でアヴァかゴンゼ爺さんを探せばいい。契約人数は20で前金200後金200。手当ては6。OK？」

「分かったから解け」

「よし」

俺は片手にナイフを抜くともう一方の手だけでブックマンの縄を解いてやった。ブックマンは自分の手首を二、三回まわすともう一人の方の男に近づいて彼の捕縛を解いた。ブックマンは腰が抜けたらしいその男を引きずって部屋から出て行った。

振り向くとアヴァがグラスを空けていてイルルはフラフラしながらゴン爺を楽に寝かせようとしていた。しかしイルルはゴン爺の脚を持ち上げようとして失敗しベッドに顔を叩きつけるなど悪戦苦闘の最中であった。

俺が行ってゴン爺をまっすくに寝かせた。イルルはニコニコ笑うとテーブルにおいていた自分のグラスを持ち上げて乾杯する仕草をした。

「ほぉんとぉ……強いわぁ……はぁん～」

「大丈夫ですか姐さん」

「でもぉ……とぉってもおいしいのぉ……」

そしてイルルはグラスを持って起き上が……ろうとして失敗した。しょうがないので俺は彼女をおんぶして女部屋まで運んだ。
「おやぅみぃ～」

はいおやうみ。

部屋に戻るとアヴァはまだ自分のグラスに酒を注いでいた。俺は彼の隣に座って俺のグラスをもった。

アヴァが言った。

「本当にすごい酒だ」

「俺もちっと飲んでみるか」

俺はグラスを鼻先に持ち上げてその香りを吸い込んだ後一口含んだ。ゆっくり、芳香を楽しみながら。ジャンユの奴はガキの頃から酒の楽しみ方が分かっていなかった。無色無臭型の強酒ならそうしてもいいんだろうが、香り高い酒は三段階に分けて楽しむもの。まず鼻先で香りを、口に含んで味覚と舌触りを楽しみ、最後に喉ごしを味わう……とゴン爺は言っていた。本人が無茶飲みでベッドで死んでいるこの状況下では大幅に説得力の減少する話ではあるのだが。

俺はニッと笑うとアヴァに向かって言った。
「変なことになっちまったな」

アヴァは壁の抉れた穴を見つめながら言った。

「ああいうまっとうでない職にも倫理観があるのかね……」

俺は首を傾げて答えた。

「さぁ。とりあえず十分まっとうでない俺たちの仕事にもルールはあるわな」

一般論一般論。

「そうだな……やれと言われて本当にやっちまうもんな」

「ジャンユもブックマンも素人じゃないんだろ？　自分に責任のもてる大人同士」

普遍的普遍的。面白みのない会話だな。しかしアヴァはその言葉に頷いた。

「たしかに」

俺はバルコニーの方を見た。ジャンユが見当たらない。

「あ？　あいつ何処行った」

「ああ、さっき宙返りで女部屋のバルコニーに渡ってった。飲みなおすんだと」

「へぇ……酔っ払って宙返り？」

アヴァの言葉に頷いてから俺はいきなり一つの事実に思い至った。俺は慌てて言った。

「げ……！　じゃあいつまさか！」

アヴァはニヤリと笑いながら答えた。

「さっきのは演技だったってことだろ。ガキの頃酒は強かったが、あれ程とはな。残念だな、酔っ払わせてから襲う作戦は使えそうに無くなったぜ」

「うっせぇ」

アヴァはまた笑うと言った。
「さて、あさってからはまた仕事だ。他の奴ら帰ってきたら準備するよう言っておけよ。まぁ異世界へのゲートなんざイカレ野郎の妄想だろうが、一応話しに付き合ってやらなな」
